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溌鍵コイボクシュシベチャリ林道 （標高600m)

林道造成の際，土砂を川に投棄したため法面下の植生が破壊されてし､る。
コイボクシュシベチャリ林道

地質がもろし､ため法面が安定せず崩落をつづけてし､る。
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札内ﾉ'' 11号砂防ダム

幅の広いゆるやかな流れを止めるように夕'ムは作られ，

今また，上流には無数の砂防ダムが予定されている。

コイカクシュシベチャリ林道からコイボクシュシベチャリ

林道側の自然崩落
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札内川，砂防ダム建設のための作業道

ブルトーザーが無惨に木々をたおしてし、〈

700m近くになるとﾉl l幅も狭<, スノーブリッジがし､たるところで現われる。
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4年分の雪溪の上を歩く

雪崩の巣であることを証明するかのように土砂，カンパが堆積してし､る。
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日高中央横断道路の開削が，北海道における開発と

自然保護をめぐるあらたな焦点としてクローズアップ

されるに至ったのは， 54年1月である。

政府．財界の54年度予算編成に望む基本姿勢は，

公共事業主導による景気の回復であり， 日高中央横断

道路の予算措置はこれを背景に開発庁と大蔵省の復括

折衡において，急きょ浮上したものである。しかも，

この予算措置は，通常の公共投資においてとられる予

算の性格といささか趣きを異にしているo即ち，実体

としては調査費抜きで実施予算がつけられていること

であるo

日高中央横断道路の予算化は，開発の促進を働きか

けてきた関係者からは，多年の要請活動の結実であり，

また， 日高山脈の国定公園指定の側面から見れば，道

路がらみによって， 8年間も凍結されてきた指定が高

度な政治判断を含め，行政内部においてどのように推

移するのか，新らしい局面をむかえようとしているこ

とである。

さらに私たち自然保護運動をすすめてきた側からは，

当然のことであるが，わが国における自然破壊の典形

を意味するとうけとめざるをえない。

日高山脈は，わが国の代表的山岳景観であり，学術

的にもきわめて貴重な価値をもっている。私たちはこ

のような日高山脈を「道路による地域開発」という色

あせた開発理念と，調査費抜きという欺瞭に満ちた乱

暴な開発行政から守らなければならない。
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私たちは， 日高中央横断道路の-f筧化以来，組織内

における開削反対の意志を確認するとともに，社会的

にも，そのアピールを行なってきた。

現地調査は， この運動の一貫として行なったもので

あり，長期化が予想される|刑削反対連動のなかでの位

置づけとしてはいくつかの埴要な愈疲をもっている。

即ち，調査は，

l) 運動の持続性，連続性の点から， また運動の

社会的アピールの点から必要である。

2） 一部の専門学者，山岳関係者以外にあまり知

られていない日高山脈の自然的価値， 自然環境

などについて，調査を契機として広く知らせる

ことが必要である。

3） これまで自然保謹連動に係る活動家が，それ

ぞれのセクシ。ンですすめてきた研究活動を，

自然保護連動全体の財産として活用していくこ

とが必要であるo

4） 開削ルートの地質や地形の構造・植生などに

ついて，共通の認識が必要である○

5） 調査の共同行動によって，運動全体の結束を

固める。

ことなどを目的としたo

もとより，今回の調査は，短期間の調査であり， こ

れによって科学的，専門的な調査を期待しようとする

ものではないo

このため， この報告集の作成にあたっては，調査参

加者のうち，専門分野において研究活動を積み重ねて

きた担当者に，論文の形で提出いただき，掲載するこ

ととしたo

調査の目的
現地調査実施概要I

’

(1) 調査 日程’

l979年7月1日～2日〔実施期日〕

〔実施主体〕

〔主管団体〕

〔調査区域〕

l

I

l
北海道自然保護団体連合

十勝自然保護協会

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｏ
ｌ
Ⅱ
？
ｂ
ｌ
‐
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｌ
■
凸
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ

静内町高見ダム建設工事現場からコイボクシュシベチャリ川標高80077z付近

まで，及びコイカクシュシベチャリ川。

札内川上流セノ沢標高810mまでo
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植物・動物・地形・地質・景観〔調査対象〕

静内隊 中札内隊

隊 長 寺島一男 隊 長 藤巻裕蔵

行動隊長 加藤厚雄 行動隊長 及川 ・裕

隊 員 8名 隊 員 8名

報 道 ’名 報 道 2名

静内隊

6月30日

静内町集合

7月1日

静内町出発（6：00）

コイポクシュシベチャリ林道終点から沢沿いに標高700疵付近までを重

点的に調査。

コイポクシュシベチャリ林道終点にてキャンプ

7月2日

キャンプ地出発(6:00)

コイポクシュシペチャリ林道と無名ノ沢出合から無名ノ沢， さらにコイ

隊〕査〔調

程〕〔日

１
１
岨
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日高山脈中央横断道の計画概要
力クシュサツナイ川を見る。

往路を下山，途中林道・高見ダムを視察

静内町着(14:00)

’

中札内隊

7月1日

帯広市勤労者福祉センター集合(13 :00)

打合せ(13:00～14:00)

出発(14:00)

途中，砂防ダム，作業道視察

札内川ll号ダム広場付近にてキャンプ(16:30)

7月2日

キャンプ地出発（5：30）

セノ沢標高680沈着（6：45)，同標高801加着(8: 15)

往路を下山

帯広市勤労者福祉センター着(15:05)

総括会議後解散(16:00)

1． 日勝地帯の交通環境

狩勝峠付近より襟裳岬にかけて南北140キロに亘る日勝地帯は， 日高山脈にさえぎられ，本道にお

いても， もっとも交通網の稀簿な地帯である。このため， この地域からは，地域の重要な開発要望と

して，道路網整備， とりわけ日高山脈を横断する道路開削の要望が出されてきたのも当然である。

即ち，既に開通を見ている国道274号線。開削中の開発道会大樹一浦河線o54年度新規採択予定

の開発道々静内一中札内線などのほか， これまで地元から開発要望のあるルートは， 新冠一帯広線

（新冠川主流から幌尻岳を経て，帯広市八千代に至る｡)平取一芽室線（額平川から平取ダムを経て，

ピパイロ岳超えに芽室町美生に至る）な．ど横断道路だけでも1町l道に近い織想がある。

このほか，森林開発公団による大規模林道の日高山脈縦貫道計画などもある。

。 国道274号線は， これまでの国道38号線（狩勝径由）に替って道央圏と道東を結ぶ最短距離と

して札幌一夕張－日高一十勝清水を結ぶものであるが， このうち日高山脈を横断する日高一十勝

清水間は, S30年4月に開発道路の指定をうけ同年着工, 40年に開通o45年4月に国道に昇格し

たが，夕張－日高間は末だ開通していない。

。 開発道,々浦河一大樹線は， 45年8月に道を指定をうけ（日高幌別一豊似間） ，同10月に開発道

路の採択をうけている。本年から野塚岳を中心に約3.900Mにおよぶトンネル部分の工事に着手し

ているが，開通は64年メドo総工費は200億円が見込まれている。

ノ
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｜
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参加者名簿(2)l
I

l

中札内隊静内町

2． 開発予算計上に至る経過

54年度の開発予算措置によって，新規に開発道路の採択が予定されている静内一中札内線のこれま

でに至る経過の概要はつぎのとおりである。

▼ S30年項……地元町村より開発要望の動きがでる。

▼ 40年……関係市町村による「日高中央道路開発期成会」が発足。日勝一体による本格的

な予算要求がはじまり，十勝側においては，十勝圏総合開発の重点項目となる。

▼ 45年･……･･北海道開発局，静内一中札内ルートについて開発効果の予測調査実施（46年ま

で)｡

▼ 47年……北海道開発局，同ルートについて路線整備計画調査実施。

▼ 49年……北海道開発局，同ルート周辺について， 5ヶ年による「自然環境基礎調査」を

つぎのとおり実施。

49年一航空写真による地形，地質の把握。

ト
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担当 氏 名 所属団体 担当 氏 名 所属団体

隊 長

行動隊長

動 物

地形・地質

報 道

男
雄
健
則
一
久
洋
幸
子
成
男

一
厚
孝
修
義
敏
詩
明
征

寺島

加藤

大浦

佐藤

山崎

中田

長水

道山

荒木

竹久

川田

旭川・守る会

札幌・守る会

旭川・守る会

十勝協会

札幌・守る会

北大・大学院

道央労山

″
″
″

朝日新聞社

隊長・動物

行動隊長

動 物

地形・地質

報 道

〃

藤巻裕蔵

及川 裕

河田雅圭

森実 裕

高橋 普

小林聡史

早坂和裕

田村恭男

小野克己

田中明子

山本 肇

松田洋司

十勝協会

″
″

山岳会

北大・大学院

〃

北大・自保研

″
″

連合事務局

N H K

北海道新聞社
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50～52年一地形，地質，植生について調査○

53年一動物（哺乳類，鳥類，水生動物，昆虫等）について調査o

54年一同調査のとりまとめ。

以上の調査は，国際航業㈱に委託しておこなわれた。

▼ 52年……奥地道路開発協会が「日高山脈中央部地域， とくに静内町，中札内における産

業開発の基本構想に対する提言」を発表。

▼ 53年……中札内村が同ルート（日高支庁界まで）を村遊に腿定。

▼ 54年…..､54年度北海道開発予定の決定にあたり新規鮒発予算として500万円が計上され

る。これによって北海道議会においての道を鰡定の決‘殻を待って着工のはこび

となるo

3．計画の概要

北海道開発局がこれまであきらかにしている隙内一中札内線の計画概婆は，つぎのようなものである。

▼路 線.…..路線は，静内町の隙内ダムを起点とし，静内川に沿いナナシの沢に入り’ コイ

ポクシュシベチャリ川源流680M(標高）地点からヤオロマップ岳北側を随道

で抜け；十勝側はピラトコミ山を北に巻いてセノ沢を札内川沿いに下り，上札内

で主要道々清水一大樹線に接続する。

▼延長距離….､路線の延長距離は，一般道女と開発道路部分を含め75Kmoこのうち開発道路の

指定区間は24,5Kmo陵線を超える中央トンネルは約4.4Kmo橘梁の総延長は’§3

Kmo

▼予 算.….全体計画を遂行するにあたっての総予算は296憶円o開発道路指定部分の事業

賀は254億円でありl Km当りの工事費は’約12億円になります。

4．着工に至る手続き

北海道開発局，道が今後同ルー!､の着工に当って予想される手続き行為は

▼公園の指定･ ･･先ず46年に環境庁長官の諮問機関である「自然環境保全審議会」が決定した日

高山脈の国定公園指定とのからみがあるが，行政側は同時併行決定（公園も道

路も）を期待している。

▼環境調査．．…･アセスメントについては，開発局は開発道路部分について建設省指針を準用し

道に送付，道は送付部分についてアセスメント条例を準用し， クリヤーしたい

意向。

▼道議会承認･･道は公園指定，アセスメント等についてメドがつき次第，同ルートの道盈認定

について道議会の承認を求めたい意向である。

’
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調査地点の概況

〔静内隊〕

寺島一男

回第1地点高見ダム建設地点

（静内町市街地約40Km上流，標高12077z)

静内川上流部メナシベツ川の深い溪谷地帯。北海道電力により昨年から高見発電所， ダムおよびそ

れに付随する工事が行われている。高見発電所は，総工費570億円，運転開始予定昭和59年12月,出力

20万脚（水力発電では道内最大規模)。現在，ダム建設を中'pとした工事がすすめられているが， ダ

ム本体による河床の自然破壊道路工事による山腹の自然破嬢が著しい。殊にパワーシ。ベルを山腹

に持上げて，樹木をなぎ倒し，土石を谷に突き落す， 自然保誤に全く配慮を欠いた無謀な工事により

同地区一帯は無残な姿となっている。北電は将来この数十h上流部にも発電所建設の構想をもってお

り，調査を行っている際中であるが， これまでの状況も加えてこの構想が実現すれば,河床林の破壊，

河川生態条の破壊など，静内川が壊滅的な打撃を受けることiま明白である。又，山腹の荒廃により，

土砂の流出，洪水の発生など，下流域における災害の発生もID配される。

回第2地点コイカクシユシビチヤリ林道起点付近

（メナシベツ川， コイカクシュシピチャリ川合流地点付近，標高340''z)

コイカクシュシピチャリ川は， 日高特有の美しい溪谷を残しているが，現在， この右岸上部につく

られた林道により序々に破壊が進行している。地質が日高屑の風化の進んだ粘板岩である上に，傾斜

角が50度近い急峻な地形であるために，道路の法面が安定せ砿崩壊を繰り返しているものと思われ

る。調査時にも， この数日前に生じたと思われる崩壊があり，およそ30mに渡って道路が土石で埋っ

ていた。林道脇のコンクリートによる擁壁，法面上部の土砂止めも，土石により破壊を受けたり，機

能を失っている。日高横断道路が同様の地質地形の所を通ることを考えるとき，重大な先例という

べきである。

回第3地点無名沢林道起点付近

（コイポクシュシピチャリ林道ナナシの沢合流付近，標濁400”）

コイポクシュシピチャリ川右岸にコイポク林道がついており，パソベツ山の東斜面が迫っているた

-13-
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めに，同林道による河川の破壊が著しい。林道の上下法面は岩肌がむき出しにな≦,ており，崩壊した

土石がそのまま川へ流入している。法面の上部の露岩は，高さ3077zを超え，数100mに渡って続いてい

るところから， これ以上の大型道路の建設は，大規模な自然破壊を抜きにしては困難である。

〔中札内隊〕

及川 裕

回第4地点コイボクシユシビチヤリ川・林道分離地点

（コイポク林道が川筋から離れてシカシナイ山の尾根に向う屈曲点，礫商520m)

ヤチダモ，オヒョウ， シナノキ， カツラ等のこれまでの広葉樹林に対し， ウダイカンバ， カエデ類

にトドマツ，エゾマツの入った針広混交林の林相となる。林道が入っていないためにコイボクシュシ

ピチャリ川にかかる橋より上部唾破壊を免がれた溪谷と豊かな森林景観が美しい。川の両岸にエゾ

シカ， イタチ等の痕跡が数多くみられ，動物相も豊かになってきていることが感じられる。橋から二

股に至るまでの川の両岸は， シカシナイ山と西川岳の急峻な斜面が始まり，斜鹿も50座近し、ところか

ら，横断道路がつけられるならば相当の斜面の掘削か， あるいは橋げたを出す工事となり，いずれに

しても相当な自然破壊が予想される。

報導関係者2名を含む一行12名は, 14時帯広勤労者福祉センター前を2台の車に分乗して出発。上

札内を経て，併用林道札内川線を進む。 「山女魚祭り」とやらを車上から望見しながらピョウタンの

滝を過ぎ， この行事で上札内担当区主任は留守なので札内ヒュッテで入山を記録する。エゾハルゼミ

の鳴く治山林道をさらにつめ, ll号ダムエ事現場を経て「帯広わらじの会」森実裕氏のリードで札内

川本流を渡渉する。

無惨にプルで押し開かｵ'っ カバ・ハンノキの枝が積まれた工事用作業道800mを経て，本流の川原を

行く。 l7時20分，七の沢合流点に達し，標高610mの開けた川原の左岸に設営す舜沢水は平年並の水

最だが，低温である。

翌7月2日5時30分霧雨のなか地下足袋にわらじでセノ沢を潮行開始o右岸標高点610付近の崩壊地

にはっ廟状に残雪がみられ，両岸とも， ドロノキを主とする広葉樹林でb林床はクマイザサに被われ

ている。セノ沢合流点より IKmほどで，国境ピーク1807より流下する最大の支流と左岸で合流する。

これまでは，南西に向かう平担な直流で函状地帯も一個所であるが，やがて左折して南進する。標高

点668の合流点は，雪崩による残雪の量が多く， ブリッジが川面を被っている。 ミヤマハンノキがやっ

と芽吹くところだ。右岸7～800mには多くの崩落がみられる。

標高点680に至る南下する沢は, l町ほどで南西にカーブを描く圦この地点から函状地形が強まり

急流は淵を造り，小滝が現われる。平担な部分は，ほとんどがスノーブリッジに被われ，函に接する

両岸l為シュルンドとなって口をあけている。流れはl.5恥ほどでb l826"(古くは1823)に発するポ

イント3 （会誌3号）の合流点に達する。 トンネル基部となるであろう広く張り出した尾根は, 100

?7Z登って60"z高度を上げるほどの斜度で一気に1342"の標高点へつきあげている。林相は， カツラ・

シナノキ・イタヤヵェデなどの広葉樹林帯で山腹上部はダケカンパが優占している。この枝沢は，大

小の滝が連続する函状の急流で，冬春期は雪崩の巣である。

帯広営林局( 168林遜）は，特に土砂流出防備保安林の指定をし，人工更新困難地としている。

このポイント3よりセノ沢本流は，南々東に転じて右岸のピラトコミ山の裾を回る。深く切れこん

だピラトコミ山西の沢は，スプーンカットした厚い雪溪を川面に張り出させている。ここポイント4

より，流れは小さな蛇行を繰り返して800m程南‘と西に進む力もしだいに高度を高めて行き， ピラトコ

ミ山南西稜の沢出合いでb南西に方角を変える。

この地点ポイント5の積雪と南西稜からの雪崩の押し出しは，前年(1978年9月）の調査時をはる

かに上回り，上流（標高800m付近)落差40mの滝は，上部10"を残して，沢全体を埋めつくしてぃ詮

さらにそのデプリは，莫大な量の岩石と土砂を左岸高く積み上げ，無惨にダケカンバを根ごと押し流

回第5地点コイボクシユシビチヤリ川二股

(1823峰から派生する沢との合流地点，標高680,7z)

横断道路のトンネル予定地点。上流前方にカムイエクウチカウシ山がのぞまれる。地質は日高変成

帯となる。林相は一層原始性の強い針広混交林の天然林でb比較的広葉樹林補の多い日高側にあって

針葉樹の占めるウェイトが高い保存に価する混交林地帯である。特にトンネノレ部分になると思われる

斜面は，エゾマツの密集する針広混交林帯で，人手による更新が離しい地点でもあるので道路建設は

避るべきである。叉，横断道路が建設されるならば， トンネル掘削に伴う土砂の最は相当なものとな

り，投棄の場所が重要な問題となると思われる。

回第6地点コイボクシユシビチヤリ林道終点部分

（コイポクシュシピチャリ川にかかる橋から終点までの新設中の林道標高500m～800"z）

シカシナイ山の南に派生する尾根をまいて， シュンベツ川源流部に向って， コイボク林道の延長が

続けられている。50度近い日高層の急斜面につけられた林道の爪跡は凄じく，大量の土石が谷へ投棄

さｵ1つ一部森林の枯損を生じさせている。上下法面の大規模な削り取りにより崩壊も著しく，所によ

っては, 100数十沈下の谷川まで土石流が続いている。自然破壊のひどさでは，大雪の狸台林道を凌ぐ

ものであり，許されるべき林道でない。林道終点部分のシユンベツ川源流部の造成が行われている部

分は，蓄積が500㎡を下らないと思われるトドマツの大経木を中心とした高蓄積地帯で，乱伐が心配さ

れる。人知れず破壊が進行している日高の自然を代表するところでj これ以上破壊を積み重ねる愚は

もちろんのこと，現状の回復措置を一刻も早くとるべきところである。

-15--14-
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1

している。人知を越えた雪崩のエネルギーを見せつけられた。

これより上流部は，西に転じ，国境稜ピラトコミ分岐ピークへ源頭は及ぶ。標間1300mより上記に

は日高山系特有の23のカール地形のひとつがあり， これと， 1826蟻をはじめとする国境稜から発する

雪崩の押し出しは，前記標高80077zの滝までも達すると思われる。滝上部のテラスでは， ウインドヤプ

ケを着てなお寒いほどの冷え込みである。これは上流部の積珂が3．4年も解けずに堆積し，氷河同禄

の状態になっているためである。

なお，ポイント4の右岸雪溪と，ポイント l下流左岸の林縁にカバの幹を数本へシ折ったヒグマの

生植

監修鮫島惇一郎

十勝側

札内川左岸，中の沢合流点付近に広いテラスが形成されこのテラス上にドロノキの林がある。帯

状区の上咽はドロノキが占め，中層にはオヒ。ウが多い。針葉樹の侵入はわずかで，雅樹の発生はみ

痕跡をみとめた。

られない。林床は複雑に起伏し， クサソテツとクマイザサが優占するところに分かれている。
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札内川流域では，オヒュウ林がよく目立つ。テラスから山胆斜1曲'の下部にば,・ 轡ヤカェデ，ベニイ

タヤ，ケヤマハンノキを混じえたオヒ’ウ林は， ごく普通的に兇ら虹る撰畔林でg偽る‘，

この帯状区は，札内川右岸5の沢と6の沢の中lal付近に設けら払下部では少数のイ言ヤヵェデー

シナノキを混じえたオヒ画ウで林分が織成されている様-f･がよくみられるが, ! _部では力､ソーァ ，、 1リ
ギリを主とした山腹広葉樹林の林相を示している。

林床はチシマザサが優占するが， ジユウモンジシダ， ムカゴイラクサの多し､部分もある。所堆榊杓

表－1 帯状区樹種構成

距離別鱗成樹種本数頻度 （ ）は10772以下の本数
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表－2 表－3
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静内側

コイポクシュシピチャリ川源流域の支流峠の沢に面する広葉樹林でb上層にシナノキ， カツラ，

下層にヤチダモ，オヒョウ，ハリギリの稚幼樹が更新して構成されている群落である。

林床はクマイザサが優占していて沢沿いにオオウバユリ， シダ類の群落が部分的にみられる。
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1

コイボクシュシビチャリ川シカナイ合流, 56077z付近は， コイポクシュシビチャリ源流地域河畔に

生育するナガパヤナギを主とする河床林でカ ダケカンバ， ケヤマハンノキを髄伴する。林床にはオオ

ブキ， クマイザサが砂洲上に優先する群落を形成する。部分的にはダケカンパ幼齢林が発達するとこ

ろも見られる。

林床植物一覧表 調査面穣： （ 5×10)"f

＋
＋
＋
十

表－4
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林床植物一覧表 凋在面就（ 5×20)77f コイボクシュシビチャリ川シカシナイ合流, 560mは，前記帯状区に近接した帯状区画コイポク

シュシビチャリ源流地域河畔の砂洲上に成立した広葉樹林である。林相は現在比較的安定した様相を

呈している力も林床は河川氾濫時に動く可能性がある。現状は上圃にハリギリ，ヤチダモ， ミズナラ，

ケヤマハンノキ． ウダイカンバの樹高16～17"zの樹種が優占して，下層にヤマモミジ， アオダモなど

が随伴する。林床はイワノガリヤスが全面に出現するが，オオヨモギ， コガネギクが部分的に群落を

形成する。木本類ではトドマツ， アオダモ，ハウチワカエデが更新している。

植 物 名 ’ 優占度
●
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1

直径階別本数頻度 （胸高直径：函）
植生図－

－

高山植物群落

l. 高山草原植物群落（黄色) :尾根筋西斜面にみられる風函草原カール氏緩斜面の雪田などに

みられる草本を主体とした群落である。

2． 性瀦木械物群落（鐙色） ：いわゆるヒースでクロマメノキ， イワヒゲ， コメバツガザクラ，チ

シマツガザクラ， イワウメ， アオツガザクラなどによって織成される群落でb 日高山脈においては
大雪山などで見られるほどの大きな規模のものは少ない。

3． 稀木植物群落（赤色） ：ウラジロナナカマド， ウコンウツギ， タカネナナカマド，ハナヒリノキ，
エゾクロウスゴなどを主とする瀧木によって織成される群落で， ときには， ミヤマハンノキ，チシ

マザサなどを伴っていることがある。

4． ハイマツ群落（濃緑色） ：ハイマツで代表されるこの群落は，高山廠雪低木植物群落ともいわれ
多趾に職雪がみられる部分や凹地にはない。したがって， 日高山脈では国境稜線をはじめ,主稜の
西側や南西側にこの群落が形成される。

ケヤマ〃、ンノキ

ダケカンバ

ウダイカンバ

◆

サワ シ ／、

ミ ズナラ

エゾヤマザクラ

イタヤカエデ

ヤマモミジ

/、ウチワカエデ

シナ ノ キ

ハ リ ギ リ

アオダモ

ヤチダモ
－

計 上部広葉樹林

5． ダケカンバ林（茶色） ：ダケカンパの純林か， もしくはダケカンバにわずかの針葉樹’その他の
広葉樹を含む上部針広混林をまとめて， ダケカンバ林として表示したo

6 ミヤマハンノキ林（空色） ：上部広葉樹林はダケカンバ林のほか幅ミヤマハンノキ林を区別す
ることができる。一般的に， ダケカンベ林内に筋状に沢筋に沿って発達し，その森林の下部は，下
部広葉樹林にまで達していることもある。

41
－

林床植物一覧表 調査IA1欲： （ 5×20）㎡

I

亜寒帯性針葉樹林

Z 針葉樹林（青色） ：亜寒帯性針葉樹林の代表的森林であって，エゾマツ， トドマツを主体として

いる。ほとんど針葉樹だけで森林が構成されている力§ダケカンバやその他の広葉樹をわずかばか

り混交している森林も含めてある。エゾマツ・ トドマツ林のほかに， アカエゾマツ林や，一部キタ

ゴヨウ林も含めて表示してある。

8． 針広混交林（緑色） ：エゾマツやトドマツ， ときにはアカエゾマツなどと広葉樹が混交している

森林群落である。小規模の針葉樹林と，広葉樹林あるいは単木的に針葉樹と広葉樹が混交しており

汎針広混交林帯における混交林の林相を示している。

針葉樹と広葉樹の混交割合はおよそ5割ずつを目安とした。

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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I

下部広葉樹林

9． 広葉樹林（黄土色） ：主に，温帯性広葉樹である， ウダイカンバ， ミズナラ， オヒロウ，ハルニ

レ，ホオノキ，キタコブシ， ヒロハノキハダ， シナノキ， コシアプラ， ′、リギリ， イタヤカェデb

ヤチダモ， アオダモなどによって森林群落が櫛成されている広葉樹林である。

山腹広葉樹林と，いわゆる溪畔林との境界線を決めることは薙かしぐ， ここではこの両者をまと

めて広葉樹林として表示した。

lQ河床林（淡緑色) :春の融雪時に，各河川が増水し， テラスの一部が破壊されたり，若い広葉樹

林が形成されている中州が消失したりすることが少なくない。このように，林地が安定せず，長期

にわたって森林の持続力維持できないような所に成立した森林植物群落を河床林として区別した◎

櫛成樹種は，オオバヤナギ， ドロノキ，ナガパヤナギをはじめとするヤナギ錘ケヤマハンノキ

などでいずれも若い個体である。

ま と め

保謹すべき地域と植物群落

森林景観はこの山脈の東西側でそれぞれ異なった相を示している。つまり十勝側においては，北海

道の代表的森林形態であるトドマツーエゾマツの森林は小規模であったり， また広葉樹（ドロノキ，

ウダイカンバ， ケヤマ′、ンノキ， ミズナラ， オヒロウ， ，､ルニレ， カツラ，ナナカマド， イタヤカエ

デなど）を多くふくむ混交林や広葉樹林が多い。

これに対し， 日高側においては， トマム川，沙流川，千呂露川，糠平川，新冠川， シユンベツjIL

シビチャリ川（静内川）流域に広大なトドマツーエゾマツの森林を見ることができる。そしてこれら

針葉樹林の上限は，山脈の北部と南部あるいは山岳によって違いも見られるが，山脈北部の幌尻岳

付近で》 およそ1200～1400mまであり， タケカンバ林へと移行している。

しかしながらこれら針葉樹林も，春別川流域より南下すると規模や面菰とも小さくなり，おおむね

広葉樹林によって代表される地域となってくる。

日高山脈においては，中央高地に見られるほど， ダケカンバ林の範囲は狭くなく，おおむね幅広'‘b

とくに山脈北部にこの傾向が強い。

このようし弓ダケカンバ林のよく発達しているのが日高山脈のもつ大きな特徴といえる。

針調對林，針広混交林，あるいはダケカンバ林の林床植物は，おおむねクマイザサとチシマザサで

日高斜面では海抜高120077tほどまでクマイザサが優占することも多く， しばしばダケカンバ林の林床

植物として現われることがある。これに対し十勝側では’ 600m付近からチシマザサが生育し，主稜

にまで及んでいる。ダケカンバ林の上限はおよそl.500～1.700"@で終り，ハイマツ林へ移行している。

山脈がこの高度に達しないような鞍部では，例外でなくダケカンバ林が現われている。ハイマツ林と

接しているところでは， ダケカンバ林にしばしばミヤマハンノキ， ウラジロナナカマド， ミヤマホツ

ツジ，エゾクロウスゴなどの潅木を伴っていることが多い。

一般的にいって，高山における植物帯の移行は，ハイマツあるいは他の潅木材の上部に性潅木群

落や草本群落などの高山植物群落が現われるのであるが， 日高山脈における高山植物群落，いわゆる

お花畠は，尾根の頂部，山頂あるいはカール地形内に発達するのみで，ハイマツあるいは他の潅木

材の間にモザイク状に発達している。中央高地あるいは夕張岳などにおいて見られる大規模なもの

はすぐなく，面積も小さい。したがって山脈の尾根の大部分はハイマツによっておおわれているとい

っても過言ではない。南部の地域においてこの傾向はとくに強くなる。

日高山脈が植物の水平分布の上で果たしている役割りは，すでに舘脇博士の研究によって明らかな

ように，キタゴヨウ， コナラ， クリ， ヒロ〃、ノヘビノポラズ， ワダゲカマツガ， クズ，サンショウ，

アオハダ， ムラサキシキブ， クサギ， アラケガマズミなどの植物は， この山脈の東側には分布しない

か，あるいはわずかで，そのおよその分布が止まっている。

ササ植物群落

ll. チシマザサ群落（紫色) :上木を欠き，チシマザサの被渡が100%の部分をチシマザサ群落とし

て表示した。

12クマイザサ群落（灰色) :上木を欠き， クマイザサの被度が100%の部分をクマイザサ群落とし

て表示した。日高山脈ではダケカンパ林の現われる海抜高の高い部分にもクマイザサが出現し，ダ

ケカンバークマイザサ群落が随所にみられる。

その他の群落

13山麓草本植物群落（淡紅色) :山脈の河川あるいは沢沿いに， オオプキ，オオイタドリ，オニシ

モッケなどの大型草本の柔で》上木を欠いているところが見られる。ときには，スケ風イネ科植

物などが優占していることもあるが， こうしたところを山麓草本植物群落として区別した。

14.崩壊地と人工造林地（無色) :崩壊地のすべてが無植被であることは少ないが，群落の決定にあ

っては不安定要素が多い。また人工造林地は人為的に植生を改変した部分になるので，昭和50年前

後を基準としてこの植生図には，除いて表示した。植生図上ではその形状からこの両者を区別でき

る◎

－29－－28－
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カイワザクラ， ミヤヘ･ホソソら 、 ′ 、 雫 ’‘ ら 協 卜 II j などてある、

また山脈南端付･近の111岳て；よ,、 ・・ 、・ .･、卜降4 L､十、 L.るしく，歌別jl l l .派のルチシ山(7537")では
さらに隔離分布をすることで有名なケショウヤナギはその大部分（わずか一部が日商に産すること

が知られている）が日高山脈の東,十勝側に産し， とくに戸蔦別川，札内ﾉ1 l流域がその産地として著

名であった。

オォバナノェンレイソウの形態ならびに染色体を用いた解析によれば， この械物が十勝の南端を日

高山脈を避けるように西に進み， 日高海岸に沿い石狩低地帯に分布してL､ったと考えられ，その経路
さえもたどることができる。このことはこうした草本植物に限らず木本械物につし､ても，水平分布に

およぼす日高山脈の役割りには大きいものがあったと考えられる。

すでにのべたように， 日高山脈における高山植物群落（いわゆるお花＆）の発達は小規模である。

一般的にいって，北海道の山岳における高山植物群落の発達はおよそ1.700"L以上の地域に限られてい

るため, 2,000772,を越える高度を有する山岳が，幌尻岳のみであるように， この日岡山脈では当然のこ

とといえるかもしれない。しかし，夕張山脈とアポイ山塊の中間地域としての械物地理学上の重要性

は，極めて注目すべきものがある。

日高山脈の中だけで比較するならば，高山植物群落のよく発達するのは， カール地形の多く見られ

る北部日高，中部日高の地域に集まっている。つまり，戸蔦別岳を中心としたピバイロ岳，北トッタ

ベツ岳，幌尻岳付近と， カムイエクウチカウシ山からコイカクシュサツナイ岳，ヤオロマップ岳，ペ

テガリ岳を含む地域といえる。そして， これらそれぞれの地域は植物分布のにから特徴ある種類を産

している。前者においては，カトウハコベ，ナンプイヌナズナ， ミヤマアケボノソウ， ツクモグサ，

チョウノスケソウ， ヒダカミヤマノエンドウ，ムシトリスミレ， ミヤマシオガマ，ユキバヒゴクイ，

オノェスケなどが見られ，後者ではカムイピランジ， ヒダカキンバイソウ， ヒダカケンヶ， カムイコ

ザクラなどがあげられる。

もちろん戸蔦別岳幌尻岳にかけての山稜は地質が複雑であり，わずかながらランラン岩などの超

基性岩もみられるため， これがこの地域の植物分布に深い影響を与えていることは，見逃がせない事

実である。

高山植物群落を群落の違いから見たとき，乾燥地あるいは岩礫地の高山草原や， 性減木群落は一

般に山頂とか尾根筋，カール壁に発達し， カール地形の内部の平坦面，水流付近，池沼付近には湿潤

なあるいは多少小高い所には中間的な高山草原が展開する。

日高山脈は北より南へ下るにつれその高度を減じながら先端は襟裳岬となり，太平洋に没してい

るが， この付近は荒削りの景観を誇っているように，風が常にあたる風価地にあると同時に，夏期

濃霧日数が多く， 日射量も少ない地域として知られている。

したがって木本，草本植物ともに性化しているのが目立ち， カシワ，ダケカンバを主とした林も

地表をはうような姿で発達し，裸地も多く，亜高山あるいは高山的な景観を呈している。そしてこの

地域では所によって高山的，あるいは亜高山的植物要素の出現さえ見られることも多い。

そのいくつかを示すならば， ミネヤナギ，ガンコウラン，ムカゴトラノオ， ウラシマツツジ， ヒダ

40077z付近でこれを兇ることかてで患

日高山脈全体に－いてみると，"姓1W: .f; .;､ tf6(10～80(1 7)2 1･4 1

地形，地質，柚物枇肋物細も噂)腺飴f|ノミ綱j i' -･ :fj'.,f, l ll l5,

大雪山国立公殿に勝るとい､える地域． .fら

この地域の保全保‘滋はこう！ ／･原始性をイハ』，くい吋砿‘こ.k

tf6(10～80(1 7)2 1･41の部分(よ，学伽的iこも価値が高く，

jl -"お↓.)ず、 l 11 15,峡谷の醗砿さを加えた総合的景観は

てI'JJa!'l能でおる､、
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地形 ． 地質

高橋
亜
日

一日高山脈の地形，地質概略一

今回の現地調査結果を報告するに先立って， 日高山脈の持つ自然史的側面の理解のため，山脈の地

形，地質についての概略を述べるo特に古典的造山論の立場から日高山脈は博物館的意義をもってい

る。そのような日高山脈の学術的愈義は原始， 自然の姿の中に在ってこそふさわしいものと考えられ

る◎

(I)地 形

日高山脈は北海道の脊稜をなす山脈で，狩勝峠から襟裳岬まで南北に約140mにわたって連続して

いる。いわゆる満壮年期の地形を示し，山稜はやせ尾根を連ね，谷は深いv字状谷をなしている。狩

勝峠から南へのびた主稜は幌尻岳(205277z)を最高峰とし，それ以南では南々東に方向を変えて次

第に高度を減じて楽古岳へと連なり襟裳岬のやや東で海中に没している。主稜から東へはおよそ20m

程支稜がはり出しており，又西側へは南西方向にのびる支稜が夕張山地に続いている。日高山脈の東

側は十勝平野に向って明瞭な構造線をなし急崖で臨んでいる。他方西側は比較的緩傾斜面で小断層が

多く発達し，一部階段状を示すような傾動地塊をなしていると考えられている。山脈の東側にのびる

支稜には1200～1000加， 700～500加の緩傾斜部があり，階段断層，あるいは山地の間欠的摺曲

によって生じたとされている。

日高山脈にはその主稜線上に圏谷地形を残している。このような氷蝕地形は日本では他に北アルプ

スにみられるのみである。この氷蝕地形は幌尻岳， カムイエクウチカウシ山， トッタベツ岳,札内田

エサオマソトツタペツ岳，ペテガリ岳， トヨニ岳の山頂部付近にみられる。これらの圏谷地形には新

|日2つの氷蝕が認められ，それぞれを古い方からポロシリ氷期， トッタベツ氷期と呼び， リス氷期，

ウルム氷期にあたるとされている。また山脈南部のトヨ￥岳周辺にみられる氷蝕地形はリス氷期とみ

られているが，ポロシリ氷期よりやや古くトヨニ氷期と呼ばれている。

①地 質

日高山脈の形成は古生代末期二畳紀中頃から白亜紀初期にわたって，いわゆる日高地向斜に砂岩’

泥岩などが堆積し日高累層群が形成されはじめたことから始まる。この造山運動は白亜紀～第三紀に
－35－
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汎世界的に起ったアルプス造山運動の一画をなすもので日研造山迎動と呼ばれているoこの地向斜基

盤は，三石地域のざくろ石角閃岩の研究(BIKERMAN, M. , MINATO,M. andHU

NAHASH1,M． , 1971 ; 渡辺 1978)からは大陸地織の''I能性が，神居古洞櫛造帯およ

び日高変成帯西帯での岩石学的研究（小松, 1977 ; 宮下， 前田, 1978 ノからは海洋性地殴の可

能性が示されている。ジュラ紀末にはこの地向斜の縫辺部（神A‘;占微榊造術と常呂帯）に塩基性火成

活動を生じた。この活動は初期火成活動とされている。白亜紀初期にはHA.§地向斜堆積盆からエゾ圃

群堆積盆へと変化するが， これは単なる日高変成帝，神居古淑術のIさ外によって形成された複向斜堆

積物ではなく，エゾ層群堆種盆の形成に先んじた先エゾ地変によるものとさオ'ている。

日高変成帯の中核部では，上昇のはじまる白亜紀初期から末期まで白亜紀の全体にわたって変成作

用が進行し，火成岩も形成されていったと考えられている。さらに古第三紀～新露三紀になると西縁

部において中軸帯の上昇を反映して堆種盆の分化が進み， とくにそれは新露三紀に至って顕著となり，

それぞれに分化した堆積盆は独自に生成，発展，消滅の過程をとってい’た。寓坂，菊地（1978）

によれば日高変成帯の上昇一削剥は中新世後期に本格的にはじまったとされている。さらに鮮新世の

初期には変成帯の西側にのみ厚い礫岩層が分布することから，西上りの傾動巡動を稚本とするものと

考えられている。第四紀以降も変成帯は隆起を続け，第四紀以降の上外･肱は1000加を越えている。

第四紀の中期にはいわゆる氷河期にあたり，上昇して雪線に連した山頂部には氷河地形が形成される

に至ったo

現在の日高山脈は日高累層群の中軸部に南北140Km,東西の鮫大幅30Kmに達しているo変成岩，深

成岩， ミグマタイト （混成岩）からなる日高変成帯が分布し， 日高山脈の主稜そ形成している。この

日高変成帯と非変成の日高累層群を合せて日高帯と呼び，北海道中軸粥をなす榊造単元の1つとされ

ている◎

ンナツプ咽を除く神威闇群およびそれらの対比屑からなる。岩相，砂岩組成から中部層群はさらに3

層に区分されるが，下部闇は珪質粘板岩・石英質砂岩からなり，中部層は黒色粘板岩・酸性～中性の

火山性の岩片をふくむ灰～暗灰色砂岩からなっている。上部層は灰緑色砂岩・暗灰色粘板岩からなっ

ていて，塩基性凝灰岩， チヤート・石灰岩，酸性なし、しはガラス質凝灰岩を介在している。砂岩には

中～塩基性の火山岩片が多い点が中部層と比較して特徴的である。

CD上部剛群

常呂豊頃帯に分布する郵緑凝灰岩屑を主体とする仁頃脳群と砂岩。頁岩およびその互層とからなる

サロマ用群からなるo産出化石から時代はジュラ紀と考えられる。

以上を全体としてみると日商帯におし､ては二丑～三鉦紀の塩基性火成活動，チャートの堆穣に続い

て莫大な敵の陸源の砕屑性物質の供給・堆蔽があり，その後ジュラ紀にはいって塩基性火成活動が始

まったことが知られる。

日高変成帯

日高帯中軸部には北方のオホーツク海沿岸の乙忠部から上川・日高山脈にかけて深成岩類や変成岩

類が点会と連続して分布している。とくに日高山脈に沿った地帯は，変成岩類， ミグマタイト類’深

成岩類の複合岩体からなる典型的な深成変成帯をなしていて日高変成帯とよばれているo

この日高変成帯の一番の特徴は，特定の岩質をもった岩石種が帯状に配列していること’異なる岩

石種からなる帯相互の関係は価上断層などによる破砕帯，あるいは岩石組織上での不調和帯で境され

るというような不連続性である◎

日高山脈では変成帯の中心にトーナル岩質のミグマタイトが南北に分布し，その東西の西側に各種

の片麻岩類やホルンフェルスが分布している。変成全域を通じての変成岩類及びミグマタイト類には

次に示すような規則的な帯状配列がみとめられるo

非変成帯

↑ ホルンフェルス

西 帯片状ホルンフェルス

↓ 斜長石斑状変晶黒雲母片岩

↑ 斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩

中軸帯 ミグマタイト・ トーナル岩

↓ 縞状黒雲母片麻岩

↑ 黒雲母片岩

東 帯片状ホルンフェルス

↓ ホルンフェルス

非変成帯

地向斜堆積物；日高累層群

変成帯を中心として厚い地向斜堆積物が日高山脈の両翼に分布している。この日高累層群はほとん

ど化石を含まず，またそれぞれの分布域がはなれ，造櫛造運動によって極度に摺曲しかつ断層によっ

て断ち切られているといった複雑な櫛造のため，層序および対比に少なからず混乱を生じていた◎し

かしながら最近になって産出化石の報告もふえ，研究も進んだ。紺谷（1978）によれば， 日高累層

群は下部層群，中部層群，上部閣群に3分される。

ap下部層群

日高西縁帯に分布する二畳～三畳紀の輝緑凝灰岩層を主体とする地層，および粘板岩，チャートを

主とし石灰岩，輝緑凝灰岩レンズを多くはさむイドンナップ層からなる。

b,中部層群

日高西縁構造帯と常呂豊頃帯の間に分布する，砂岩，粘板岩を主体とする地層で中の川層群，イド

－36－ －37－
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↑ 掲色角側ィ】角1I'1;,; (抑緑V; 1
中軸帯

↓ かんらんイ1は人れぃｷ!; , li状は人オl↓､淵

↑ 幣通はん救い瀦

東 帯 片麻状花こみ？；

↓ 花コウ鰐

（ ）内はh;1職

日商変成帯の火成瑞顛の僅人W(IIT･l .t. 一穀iこlIII側か1.､東側へ向、て順次覇『しくなるといわれている

が，価上断咽近くに分力】すZ緑色}織‘;かr》かん「'人ﾔ';まてLP)倒人↑u;"<礎成帯西帯、は片麻岩形成後

に選入したものとされてL,るが，これ以外( .k全般的iこ’述‘･)1出向かぶとめられている。

変成帯の西滞には緑色片V;, 角IMI'W", 、ノ ら 雪 ′L (]ばん』I ( 、#li ,かんIS>ん¥}などが帯状に比較的

連続して分布して↓､るoこオlらは断岬あるL､( .t附就器淋の七一ブタをはさ人で接している。この西帯に

分布するはんれい洲撤K|'"Iﾉt岳l例状分化洲体i .t代人的な《､ので;偽る◎断I例，迩成作用によって初生的

な榊造はほとんど失われているか残/『してL、る部分か腰､<ま紬IW,鰻祇牌造が明らかである《MIYA-

SHITAand HASII IM()T() , 1975 、 に 卜仙.l, hトロクト等イト，かんらん獄まんれい懲

はんれい岩のゾーンに分けられ， （､オフいi,る寸フ’ ､オライト瞬序iこ噸似しておl) , この壷成帯西帯が海

洋地殻の断片とされている ( (1 1{AI) lm)S. 1977 ) ､、 I"1総東絲に分布するかんらん岩は深処（おそ

らく~マントル）起脈のものとされ(K()ハ1ATSI' , 1975 ， , 1)ij帯と!|'軸帯の境界は価Lをともな

ういちぢるしい柵造線の仔在を'1､してL、るo IFiｨ緑伽I断I柳iこ沿て分＃】する緑色片岩，角閃岩などは

捲き上げられた地向斜堆戟物，あるいは断lW線に沿弓世人姉緑淵とされている。

変成帯中軸帯には西側からミク．-マタイト帯にかた’て禍色角IMI{i角IMW｝が分布している。角閃岩は

岩床状の貫入形態を'1そしているが大部分は壷代処成作IIIをうけ， 州.麻↑I}化， アグマタイト化が進行し

ているOまた変成帯の中軸帯， 東滞にもはｵlれい繩からなる複合深成↑‘淋が分布するが，それらは

厚い地向斜堆祇物に選人しており’その汲動，迩成fi川の時期と位慨をミグーマタイトのそれと同じに

しているため，地殻深所からひき｜げられたlﾉ吋糒の襖合深成料体とは近接した分布を示しながらも大

きく性質を異にしているとされている。

変成帯の東帯は火成柵造をもつ杵通はんれL､粁蹴と花コウ器類が分布している。普通はんれぃ岩は

火成撒造を明らかにしめす造山後期選入のはんれい器顛の総称でかんらん編はんれい岩,はんれい岩，

ノーライト，角閃石はんれい器，閃緑鍔と多様な岩相を示している。

片麻状花コウ岩は一部ミグマタイトに餓似する粁棚がありミグマタイトが流動的に貫入したことを

示しているO叉この花コウ器に発達するクロスジョイントに沿ってアプライト，花コウ岩質の細脈が

発達していることは， この花コウ器がミグマタイトー化コウ器への移過の途中の産物であると考えら

れるo

花コウ岩は変成帯の東端のホルンフエルス帯に発達し，黒雲母花コウ岩，花コウ閃緑岩質である。

これらの岩石種についての岩石の性質と相互の関係についての概略を述べる。

西側の非変成帯（日高前縁曲帯）と日高変成帯とはどの地域でも東傾斜の大規模な低角度の衝上

断層によって境されている。この断層の西側では日高山脈の北部と中部の一部をのぞきホルンブェル

ス帯はみられず，断層の下側に伏在しているものと考えられてし､る。

変成帯を構成する岩石種は鉱物組成において若干の相異が認められるが， どの岩石にも基本的なも

のは斜長石一石英一黒雲母であり，すべてが角閃岩相に含まれている（木崎1963) oただし，片状

構造。片麻状構造などの鉱物の組織，粒径などはそれぞれの岩石でかなりの変化が知られている。

全般的に，変成帯の変成作用は中核部にむかって高まっているが，その変成の系列は西側と東側と

では非対象をなしている。特に著しい差異は斜長石斑状変晶を含む砦石が変成締の西側にかたよって

分布していることであり， このような相違は深成岩の分布にもみとめられ， この変成帯形成過程の櫛

造運動の違いを反映していると考えられている○

変成帯の中核を占めるミグマタイト類にはミグマタイト蝶雲母ミグマタイト ．コーディェライトミグマタ

イト）とトーナル岩（従来花コウ岩質ミグマタイトと呼ばれていた）がある。 ミグマクイトは南部では

ドーム状構造をなしているが北部地域ではドーム状を示さず片麻岩類と同様の帯状分布であるo トー

ナル岩はカリ長石を含象粗粒で貫入形態をとることもあり， ミグマタイトー花コウ岩の中間型とみな

される。ミグマタイトは斜長石一石英一黒雲母よりなる無方向性のトーナル岩質岩中に大小の片状ホ

ルンフェルス・黒雲母片岩。片麻岩などを岩床状， レンズ状などにパレオゾームとして含み，典型的

な混成作用を示す産状をなしている。この関係は漸移的である。岩相中には石灰質ノジュールがみと

められ，同様のノジュールを含む日高累層群が原岩であることが推定される。

ミグマタイト帯の東は縞状黒雲母片麻岩が分布し黒雲母片岩，片状ホルンフェルスに椛造上調和的

に移過する。その外側には中の川層群がセン断帯で接し，弱くホルンフェルス化をうけているが，変成

帯の背斜構造とは構造を異にし，摺曲軸は変成帯の榊造方向と斜交している。

日高変成帯には日本の他の類似する変成帯（領家変成帯・阿武隈変成帯）に較べて花コウ岩が比較

的少なく，塩基性～超塩基性岩が多いのが特徴である。火成岩類には変成度の高いものからほとんど

原岩の組成を残しているものまでさまざまな種類がみられる。これらも変成岩類と対応した帯状配列

をとっている○

緑色片岩（輝緑岩質岩）

緑色角閃石片状角閃岩（輝緑岩？）

ソーシユル石はんれい岩，はんれい角閃岩

緑色角閃石角閃岩

かんらん岩

褐色角閃石角閃岩（輝緑岩）

↑

西 帯

↓
↑
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この地域は壮年期の奥深↓､』|常に忽唾な山地リfウ､吟なるo iIII川は深い、｡‘撰状溌谷をなし，険悪な滝
や函をなす急流であるoそのため各所に{.l然刷藩が見られる， またl1l鯉か40度を越えるような急斜【繭
のため雪崩の発生跡が随所‘こ見られ， コイボクシ 、 ・ムビチ、・ リ jllの織問600"』付近から上部はデブリ
による残雪が各所に存在した。

（地質）

ミグマタイトとは火成組織を示すこと，斜長石が累帯織造を示すことで区別される。

変成帯には上記の帯状配列をする火成岩類の他に各所に，それらと斜交する郷緑岩質岩脈が貫入し
ている。これらのうちには花コウ岩を貫ぬく部分に急冷縁をもつものもある。しかしながらその岩脈

群のほとんどは変成をうけ， ミグマタイト中の岩脈はアグマクイト化されているものもあることから
変成の要因と考えられるミグマタイト化作用が長期，不連続に行なわれたことが推定されている。

コイボクシュシベチャリ林道では, i匙とんどかH1W,%|艸群の鮎侭¥} (slat“からなり，標商
540mの橘付近では耗色片満(grcens(hlst,, 角|児IW"(amphlboli tes，が忍られる。
また，峠の沢の稜線付近では着I露紀咽と忠オ､れる妙､‘； ・礫岩(sandstone, conglomerat

e)類が存在した。粘恢瀞熟( .t大'1イタ・ム問辺のベンケーチャ画マップ林道及び十勝川上流のヌブントム

ラウシ林道にみられるものとほぼl'd質の岩{1である。培所iこよi)多少の岩質の差が見られるが，一般
に黒色で非常に片理か発述し，細かく割ｵLf@>j-L､性質を揺一ﾉ。この皆('は各所で林道工嚇に伴う刷落を
起こしており，特にコイカクシ ， シベチャ ！)朴逆では火､ぎな脱落のため通行止めとなっていた。擦渦
5407刀の橘から標研6807刀の!､ン不小予定地にかけては変成猫餓を主体とし， 下部から，角閃岩願，
片麻岩(gneiss)と分布しており器柑は漸移的に煙化する部分が多い， また紀石には操会な岩梱の
ミグマタイト (migmatite)が多くこの川のlz部に|!1岩梱が卓越することが知られる。これらの
岩石は一般に堅硬ではあるか，一部には片理が発述し，崩壊しやすいものも見られた。
b,十勝側

日高横断道路現地調査報告，地形．地質

I 調査概略

今回の調査では，地質学的見地からは，岩質，岩相，岩石の強度等に主眼を侭き道路建設に伴う’
崩落等の危険性について調査を行なった。

調査地域は， 日高側は，静内町高見のダム建設現場から東の沢林道， コイボクシュシベチヤリ林道

を車で，イワナノ沢出合付近の標高540mの橋からはコイボクシュシベチャリ川を遡行して踏査を行

ったoまた横断道路予定路線外ではあるが54077zの橘からコイポク川右岸を経て峠の沢左岸からシユ

ンベツ川支流上部に至る林道， コイカクシュシベチャリ林道の一部についても車による調査を行なっ

た。調査内容は主に肉眼的なものであったが10数カ所のサンプリンク･も行った。

十勝川は，札内川では10号ダム，及び11号ダム建設予定地を視察o ll号タ･ム予定地で林道は終って

おり，札内川を七の沢出合まで遡行o七の沢出合から標高850液付近まで踏査を行なった。

（地形）

札内川流域は日高山脈に特有な急雌な山陵で特徴づけられる。札内川の主な支流として上流より記
念の沢，八の沢，七の沢， コイカクシュサッナイ沢がある。これらの支流は比較的平坦な河床をもっ
ているが，六の沢，記念の沢上流，八の沢には土侭流のあとがみられる（帯広営林局, 1965)oそ
れ以外の小支流はきわめて急な流れとなって本流に注いでいる。

七の沢の標高68077z二股よりF部は一部函状をなす他は多赴の河床礫と砂のために，やや平坦な河
床をなしているが，両岸の斜1節は40度をこす急斜I前となっている。標高700772をこすとナメ滝が現わ
れ750mの屈曲部より上部は函。滝のくり返しとなってきわめて険悪な様相をなしているoこのよう

に七の沢，および札内川上流部は河岸段丘を欠いて河床から直接，あるいは若干の岩盤の露出を介し

て急斜面へと移っているo斜面は概ね植生によって被れているが土壊の発達はさかんな侵蝕のために

貧弱である。ピラトミ山側の斜面では崩壊が頻発し，その山足に崖錐が形成されている。崩壊面はあ

いつぐ礫，土砂の崩落により植生の侵入，土壌の形成がみられず，直接風化した岩盤が露出している。
また雪崩のデブリと思われる残雪が沢中多く認められた。

Ⅱ地質概略

この地域は中生代後期からの汎アルプス造山運動に対応する日高造山連動の舞台となった地域で，

地質学的には日高帯に属し，先白亜系の粘板岩が卓越する日高累層群と変成岩類,深成岩類からなるo

日高側の地域は日高前緑摺曲帯（日高累層群よりなる非変成帯）と変成帯の西側，中軸帯にわたっ

ていて，各帯は大きな織造線によって境され， また断層が発達している。

十勝側は日高変成帯の中軸および東帯と日高累層群が分布している。札内川六の沢付近を断層が走

り’変成帯と日高累層群が接しているo断層に沿って堆菰岩類は3～4Kmの幅でホルンフエルス化し

ている。また日高累層群は種念の断層でプロ，ク状に切断されている。

4■■~

Ⅲ地形°地質

以下各調査地についてそれぞれのべるC

a 日高側

(地形）

(地質）

七の沢にみられる変成帯は西（

よびミグマタイト類からなる帯状

上流側）へ片状ホルンフェルス，黒雲母片岩，縞状黒雲母片岩，お

配列をなしている。これに対し六の沢出合付近をNW-SE方向に
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く不安定であり，既に林遊工獅に伴う1造さ10077!l･A Iもの刷器が随所に兇らｵ’る。これらの崩落は大
雪ダム周辺やヌプントムラウシ林道をはるかiこl｣K'1る規模である。従．て，既設林道の撚観や，道蹄
の新設に伴う崩壊は必暴で為')河川の{･I然状態はだ●に破鯉されるものと思われる。また工事後も岩
鍵を安定させることは篭離であl) ,緑化復ﾉじはIN"iこ近く， また人蝿椣な鵠(1~,掛臼なだれ現象，
路肩崩壊等の危険をたえず伴うでﾆ､ろう

上部の変成帯においては比絞的堅砿な瞬（1でおるが，廷成滞のI狗幣は地殻および地殻深所（準そら
くマントル）の織成物質とされ， その滝界をなす榊造線{土｣' '約こ人蝿模なものであると考えられ，そ
の変西帯西帯の価上によ-’て各所に断卿が発述して1，あ。また岩棚の一部iこは片蝿，節理が発達して
いる。このため変成僻においてもI．‘花のような危険↑‘↓i stiI!､g4illi{来ない。特に造柵造運動によって生亡
た断層･破砕帯は漫性的な刷壊,地すべI)の鬼41..のnj能ﾔ|ウ：おる。また器質が恐密，堅硬なため，表
土を取り去った後の緑化はIN雌であh, また大上と器黙とのIII1の地I､水脈を分断寺ることによる植生
破壊が考えられる。

十勝側の調査結果からは七の沢の地域に分印する甦成密賦は器盤としてとらえた蝿合，個会の岩質
は堅硬であっても片理，節理などの淵石内の不連続【向1が発連し，その面に沿って風化変質が進行して
いる。またこの面に地下水か関ｼ･した場合には器盤としての性質はきわめて弱く，崩壊現象iこ対して
著しく抵抗力のないものとしている。そのような雛竃をさらに確かにしているのは七の沢，及び札内
川の河床を埋める，河床唯穣物の砂礫の大､朧がミグマタイ ト類からなっていることである。この事実
はそれらの岩石が片理や節理に海んでいるために風化しやすく，多敬の砂礫を供給していることを示
している○

一方変成帯の東側に分布する日高累刑群についてはコイカクシュサツナイ沢出合いよりやや上流iこ
あたる地点までの札内川沿いには，非変成の堆秋矯類が分布している。前述の地点までの林道は比較
的古く開さくされたもので，比較的道路沿いの切取面も小規模である。その地点より上流部11号ダム
予定地までは，札内川沿いの斜面も急傾斜となり，切取面も大規模となり，崩落も著しく， しばしば
崖錐を形成している。この地帯に分布するホルンフェノレスは節理が発達し、各所に断層があり，それ
によって副次的に生じた，ひどく破砕された岩相を示す部分が多し､。このため露出した岩盤はきわめ

走る断層によって接する日高累層群はNNW-SSE方向の変成粥の

のびる摺曲軸をもった摺曲權造をなしているcNW-SE方向, NE
ているo

榊進と斜交しNNE-SSWに

-SW系の断刷が各所にみられ

札内川ll号ダム建設予定地では，変成帯とのセン断帯に沿うホルンフ，ルスが露出している。細粒綴

密で堅硬な岩石で石英質細脈が発達している。節理および不規則な測れ【'か発達し，遊離わきの切取

面ではひどい崩壊を起している。このため岩盤としては非常に脆く，崩れぺす↓､状態であることが示

される。また，セン断帯に近いために一部では著しく破砕された榊造をなして崩謡も激し↓､。それら岩

片の表面には割れ目に沿って風化が進んだことを示す粘土が.Hられる。

七の沢の出合いから850加付近は付図に示したような岩祁の分布を'】tしてL，るo図''くしなかったが

片状織造の走向は概ねN65o～80oWで傾斜は50～70oの東落ちである。ほとんどの岩梱に片状構造

にそった割面とほぼその面に直交するような2方向の節理が発達している。それらの節理面の間は岩

相によって異なるが5～20c加位であるo

片状ホルンフェルス～黒雲母片岩は灰褐色を示し片状描造がよく発迷してし､るo細い優白賛の脈が

微摺曲を生じているoこの脈は上流側にゆくに従いその:殿がふえ，剥離性がましホルンフエルスから

黒雲母片岩にかわるが，互層するような産状も示すo岩賃は堅いが片理，節即に沿って簡単にわるこ

とが出来るo黒雲母片岩では片理面に沿う風化変質が著しい。縞状黒雲母片麻培は黒盤母片岩が粗粒

化したもので黒雲からなる優黒部と石英，斜長石からなる優白部が縞状雛造を示している。この縞状

構造は複雑な摺曲や膨縮を示す部分が多い。またミグマクイトとは漸移し5～107”位の中でミグマタ

イトが注入したような産状を示すところもあるo風化変質は優白部の斜艮石の変質が薪しく’その他

は黒雲母片岩に類似しているo ミグマタイトは優白質粗粒でほぼ等粒状，若干の片状柵造を示すが’

岩体内部にさまざまな大きさと形状の片状ホルンフェルス，黒窪母片岩，縞状片麻岩をパレオゾーム

として含んでいる。片麻岩，片岩と調和的に産している場合がありそれらをミグマタイトゾーンとし

て図示してあるo節理が著しく発達し，風による変質も進んでいる。風化面には特徴的な赤褐色のや

けの産状を示している。トーナル岩（従来の花コウ岩質ミグマタイI､）は片状ホルンフエルスと縞状

片麻岩，あるいは同片麻岩と黒雲母片岩との間になかば貫入的な産状で分布する。灰色で方向性はほ

とんどなく中粒，風化は少いが節理が著しく発達している。これらの帯状配列をする岩相中に岩脈状

に角閃岩が産する幅は5加位で濃緑色～黒色，一部優白質脈を生じ片麻状描造を示す部分もある。

これらの岩石をみると，ホルンフェルス，変成岩類ともに片理，節理あるいはその他不規則な割れ

目によって岩質は堅硬でも崩壊には弱くなっている。またミグマタイトでは組成の類似から花コウ岩

質岩に特有なマサ風化の傾向が斜長石の変質などから暗示される。

て不安定で’崩落，路肩崩壊などの危険をつねにはらんでいる。

以上の調査結果と日高山脈の地形，地質を考慮して「日高横断道路」建設のひきおこす自然破壊，
とくに崩壊現象という面からみてみよう。

(1)地形上では日高．十勝両地域ともに河川に沿った山腹斜面で，いずれも35～45。またはそれ以上

の斜度をなしているoちなみに建設省（1976）の資料によると，最も崩壊の頻発するのは， 40～500
の斜面であるoこのように急傾斜面はつねに崩壊現象をひきおこすポテンシャルをもっている訳であ

Ⅳ総 括
る。更にこのような斜面では表土は きわめて貧弱で植生によってかろうじて守られているにすぎない。

一旦切取面と して岩盤が露出すると， 崩落が漫性化し，植生の侵入は妨げられ，土壌は形成されずに，日高側地域の調査から，特にコイポクシュシベチャリ川の標高500 "2付近の粘板岩帯は非常にもろ

－42－ －43－
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詩文中に引用した文献名は紙数の都合で全部あげられないので，地団研専報21「北日本中生代以降の崩壊地はさらに拡大していく可能性が大きい。

(2)地質から直接に崩壊の起こりやすさを推定することは，岩石のもつ鉱物組成，節理などの性質か

ら単純ではない。しかしながら日高山系の自然崩壊地，および林道による崩壊現象の頻発から，全般

的に崩壊に関して脆弱であるといえる。各岩相について述べれば，堆蔽岩類はもろく節理が発達して

いる。変成岩類は堅硬ではあるが片理，節理が発達し，その面から風化が進み， もろい。 ミグマタイ

ト類では斜長石の変質から一部マサ風化が示唆される， この傾向は片麻岩の優白部にも認められる。

(3) 日高山脈はその造構運動によって各所に断層ならびに破砕帯を生じている。また全般にわたって

広域系の節理を生じている。この事実が直接，間接に崩壊現象の原因となっている。

(4)当地域の気候，特に冬期間の寒冷な気候は，岩錠の凍結融解による破壊を示唆する。特にこの現

象は(3)で示した破砕帯，節理の発達した岩盤では著しいoこの現象はそのような岩雛が直接露出した

場合，その防止は非常に困難で，緑化による崩壊防止は不可能である。

上記の点からこのような地域に道路建設を行なうことは自然保護上，環境の保全という最低線も守

りえない。また，慢性的な崩壊土の河川流入は，土石流，溪流洪水の人為的発生の危険をひめている。

またこのような崩壊は冬期間の雪崩などと共に道路の管理保全に対しても重大な支障をひき起こすと

考えられる。

結論として，この「日高横断道路」は，急峻な地形ともあわせて地質的に見て， 自然保護上極めて

問題があると思われる。

造山運動の諸問題」を参照して下さい。
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物動

藤巻裕蔵

動物に関する調査は，主として哺乳類，島類につし､て行い，ハ虫類，両生類についてはこれまで公

表されている資料によった。また魚類については釣藤よる簡単な調査のほか，北海道大学農学部応用

動物学教室の小宮山英重氏の未発表の資料を使用さ・＃ていただいた。ここにお礼申しあげる。
現地調査は，十勝側では札内川上流七の沢標高800m付近まで1978年9月l2日, 1979年7月

l ･ 2日に行い，日高側では静内川上流コイポクシュヅピチャリ川の標高680加付近まで行ったoこの

うち1978年の調査結果については十勝自然保護協会女誌第3号にまとめてある。

哺乳類

哺乳類の姿を目撃することはできなかったが，足跡，食痕，糞によって生息を確認した。札内川上

流では9月にキタキツネの糞が七の沢でふられ， 7月にはやはり七の沢でコエゾイタチ， クロテンの

糞と残雪上にヒグマの足跡がみられたoまたヒグマが折ったと思われる樹木（胸高直径5～8”）が

数本lか所にかたまってみられたo 1978年に行われた日高山系自然生態系総合調査では，札内川上

流でシマリス，エゾリス， ミヤマムクケネズミ，エゾアカネズミ， ヒメネズミ，キタキツネの生息が

確認されている｡ (芳賀ほか, 1979)

日高側のコイポクシュシピチャリ川沿いでは7月に糞と足跡によりイタチ， クロテン,キタキッネ，

エゾシカの生息が確認できた。コイポクシュシピチャリ川の下流になるメナシペツ川沿い高見地区で

は， ヒグマ，キタキツネ， イタチ，エゾイタチ， コエゾイタチ，エゾノウサギ，エゾリス，シマリス，

エゾモモソガ，エゾヤチネズミ，エゾアカネズミ， ヒメネズミ，エゾシカが生息することが知られて

いる （芳賀ほか, 1978)o

以上13種が，札内川上流，静内川上流メナシペツノll, コイポクシュシビチャリ川沿い，すなわち計
画路線で記録された哺乳類であるo

日高山系の調査では，芳賀ほか(1979)は上記13種のほかにナキウサギ， ミカドネズミ，エゾト
ガリネズミ， ヒメトガリネズミの計17種を記録しており，吉行°遠藤(1972) ,遠藤(1977)は

翼手類としてミカドキクガシラコウモリ，ホオヒケコウモリの1種， カグヤコウモリ，キタクビワコ

ウモリの4種を記録しているoこれらをあわせると， 日高山系の哺乳類は21種となる。

日高山系の哺乳類相について，芳賀ほか(1979)は次のように述べている。「高山帯に生息する

篭は．ナキウサギ， シマリス， ミヤマムクケネズミの他，生息数は少ないがヒグマ，キタキツネ，ェ種は，

－53－
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リオアマツバメ，エゾヤマセミ，ヤマケラ，エゾアカケラ，エゾコケラ，キセキレイ， ビンズイ，エ

ゾヒヨドリ，モズ， カワガラス， コルリ，アカハラ， トラツグミ， クロツグミ，ヤブサメ，ウグイス，

エゾセンニゥウ， メポソムシクイ，エゾムシクイ，センダイムシクイ，キビタキ，オオルリ， コサメ

表1． 札内川上流， コイボクシユシビチヤリノI I沿いの鳥類調査結果

ゾイタチ，エゾノウサギ，エゾトガリネズミであるo標高70077z以上の亜高山帯には，上記8種類の

ほかエゾクロテン， コエゾイタチ，エゾリス，エゾシカ，エゾヤチネズミ， ミカドネズミ，エゾアカ

ネズミ， ヒメネズミ，オオアシトガリネズミなどが出現する。これら9種は，森林性の強い環境に生

息するもので，主にダケカンバ帯以下の森林帯に生息している。しかし， ヒグマ， シマリス，キタキ

ッネ，エゾノウサギ等は，分布範囲が非常に広く，ほとんど全域に分布している。これに対し，エゾ

シカは夏季は1200～1300瓶のダケカンバ帯近くまで生息するが，冬季は700772以下の低山帯に移

動するなど季節的に生息地を移動させる。キタキツネ，エゾノウサギについても同様の傾向があると

思われるが，高山帯の冬季調査にもとずく十分な資料がなく，断定することができない。これに対し，

ナキウサギ， シマリス，エゾイタチ， ミヤマムクケネズミ等は移動習性をもたず，夏季の生息地を一

生の定住地として生息しているものと考察される。またヒグマは高山帯にも生息する唯一の大型哺乳

類であるが，秋季には越冬のため低山帯に移動し，穴ごもりするものと思われる。以上のことから，

日高山脈特有の動物相は北海道の他の地域に比較して必ずしも明瞭ではないが，ナキウサギの生息数の

多く且つ普遍的に分布していること， ミヤマムクケネズミが生存していることなどが特徴的であると

いえる」o

計画路線地域の哺乳類相も，これら日高山系の低山帯にみられる哺乳類相と別にことなる点はない

といえよう。

札 内 川 上 流 コイボクシ.ユ

シビチャリ川

1979年
7月1 °2日

種 1977年9月12日名 1979年7月1°2日

6807刀以下 6807"以上680772以下 680m以上

一
フ

迩
刀

数

イ

ウ

ク
ユ
ス

イ
シ
ラ
ジ

誇
類

モ
チ
ラ
イ
ス
イ
ミ
ク
ム
ガ
・
コ

ガ
イ
リ
ラ
ゲ
レ
ラ
ザ
リ
ロ
グ
ス
シ
イ
キ
リ
ト
ラ
ト

リ
ウ
ド
ゲ
コ
キ
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サ
ド
リ
ジ
シ
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ダ
ダ
ル
ブ
ハ
ジ
ブ

″
ユ
ッ
マ
ゾ
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ワ
ソ
マ
ル
ミ
ラ
グ
ゾ
ン
ビ
オ
シ
ロ
オ
メ
シ
種

シ
ジ
ッ
ク
エ
キ
カ
ミ
コ
コ
マ
ト
ウ
エ
セ
キ
オ
ハ
シ
ア
シ
〈

○ ○

I
○ ○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○ ○
○

○
・
○

鳥 類

鳥類の調査は，歩きながら目撃またはなき声によって種を判別し，記録する方法によった。ただし

調査路が沢沿いであるため沢の音で鳥の声がきこえにくくなり，多少の見落しがあるかもしれない。

札内川上流では， 9月には鳥類の繁殖期が終っていたため， さえずりが聞かれず，記録された種類数

は8種と少ないoしかしシノリガモの型3羽が観察された。これらはおそらく家族群と考えられ，

このカモが札内川上流で繁殖する可能性を示している。北海道においてシノリガモの繁殖の公表され

た記録はまだないので，この記録は貴重である。また7月には17種が観察され， この中には天然記念

物のクマケラもふくまれているo札内川上流ではこのほか， 1978年7月6．25．26日にカッコウ，

ルリピタキ，ヤブサメ，エゾセンニュウ，キクイタダキ，キピタキ，サメビタキが観察されている

（芳賀ほか, 1979)oコイボクシュシビチャリ川沿いでは9種が観察された。コイポクシュシビチ.ヤ

リ川のコイカクシュシピチャリ川との合流点付近では， 1976年6， 7月， 1977年6， 7月の調

査で上記の9種のほかにキジバト， アオパト， カッコウ，ハリオアマツバメ， クマケラ，ヤマケラ，

エゾアカゲラ，エゾコケラ，モズ， トラツグミ，ヤブサメ， メポソムシクイ，オオルリ，シマエナガ，

ハシプトガラ，シジュウカラ， クロジ，イカル， ミヤマカケスの19種も記録されている（藤巻。芳賀

1977 ；芳賀ほか, 1978a)oさらにその下流のメナシペツ川沿いの高見地区ではエゾライチョウ，

ヤマシギ，オオジシキリ，キジバト，アオバト， カッコウ， ツツドリ，ジュウイチ， コノバズク， 〃、

○
○

○
○

○

〆 I
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○ ○
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ビタキ，シマエナガ， 〃、シブトガラ，ヤマガラ，シジュウカラ，シロ〃、ラゴジュウカラ，ホオジロ，

アオジ，カヮラヒワ，ベニマシコ， イカル， シメ， ミヤマカケス， ／、シポソガラス，ハシブトガラス，
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の出合から約500"z上流に魚どめの滝があり，それ以上にオショロコマは生息していないo

日高側では，沙流川上流部と新冠川上流部でオショロコマが採集されたほかは，ほとんどの川でア

メマスが採集された。このうちコイポクシュシビチャリ川ではアメマスだけが採集された。この川で

は三又付近が魚どめとなっている。また新冠川上流部は， アメマスとオショロコマが同所的に生息し

ているところである。

なお図1に示す調査地点のすべてでハナカジカの生息が確認されている。

の46種が記録されている（藤巻。芳賀， 1977 ；芳賀ほか1978a)

芳賀ほか（1979）は， 1978年の調査とそれまでに発表された報告にもとずき日高山系の鳥類と

して77種をあげており， 日高山系の烏相について全体的にみると「大雪山と日高山脈とでは大きな差

はないといえるだろう」としており， さらに次のように述べている。すなわち「標高1000"z以下で

は択伐が行われている所もあり，鳥類群集の面からみてもアオジやウグイスが優占し， この部分の森

林が鳥類の生息場所として開けた環境となっていることを示している。一方1000加以上の針広混交

林では，鳥類群集を織成する主要種はないし高標高の針広混交林を主な生息地とするもので， ここ
の鳥相は典型的な針広混交林の群集を示しているといえるo日高山系では，大雪山などに比べると草
本帯の発達はわるいが， カール内には雪田植生など草本帯が比較的よく発達しており，ハイマツ群落
とモザイク状になっている。またカール内には岩礫地もある。このような環境には，低地の草原でみ
られるノゴマ， ビンズイ， アオジ， ノビタキのような鳥類と高山性のカヤクク･リ，ルリビタキ，ギン
ザンーマシ．，ハギマシコが同時に生息し，高山草原に特有な鳥類群集がみられる。日高山系の地形は
全体に急峻で， とくに高山帯はきりたった尾根の連続である。植生的にも草本瀞の発達がわるく，単
調で， ここの鳥類群集を織成する種は少ないoこれに比べてカール内の鳥頬群集は上記のように比較
的多くの種から構成され，高山帯のような環境条件の中では非常に貴重な存在といえるであろう」。
札内川上流七の沢ではコマドリ， ミソサザイ，エゾムシクイなどがよく観察され， アオジ， ウグイ
スは少なかった。このことは， この地域が標高1000m以下であるにもかかわらず，本来の森林の
鳥類群集をよく維持していることを示しているといえようo

’
まとめ

動物の面からみた日高山系の特徴は，原生的自然状態をよく維持していることであるといえよう。

天然記念物まだはそれに匹敵するような動物が生息する地域は学術上貴重であるのはもちろんである

が，それほどめずらしくない動物ばかりであっても，動物群集としてみたとき，それが原生的な自然

状態をよく示している場合，その地域は学術上極めて重要な存在となる。従来，貴重な地域であるか

どうかは，めずらしい特定の種が生息するかどうかを基準にして判断されることが多かった。このよ

うなことももちろん重要であるが，動物群集， また植物もふくめた生物群集といったような広い地域

のもつ性質に注目し，それらがもっている特徴を判断基準とすることの方がより重要であろう。この

ような観点で考えると， 日高山系の自然は非常に貴重な存在といえる。

最後に, 1978年の日高山系における動物調査の結果にもとずいて述べられた「自然保護上の所見」

全文（芳賀ほか， 1979）を次に引用してまとめのしめくくりとしたい。

「鳥類群集の面からみると，標高’000?"以上の針広混交林では，本来の特徴がよく維持されてい

ると思われるが， ’000"以下では前項で指摘したように，道路の開削，樹木の伐採などの影響で，

それに対応した鳥類群集がみられるようになってきているoこのような状況がさらに極端になったの

が，大雪山層雲峡側の標高100077z前後における風倒木発生後に造成された人工林であろう。ここで
はアオジ， ウグイス，ホオジロが圧倒的に優占している（黒田ほか, 1970)o日高山系ではまだこ

こまで極端に鳥類群集が変化している所はほとんどないと思われるo

日高山系は，北海道の中でも他地域に比べて原生的自然がよく残されている所であるといわれてい

る。しかし鳥類群集の性質からみると，上記のように標高10007"以下では原生的自然が失なわれつ

つあるといえる。今後日高山系の原生的自然を保存しようとするなら，少なくとも標高600ないし
7007刀以上では，現在の状態を維持，できれば本来の針広混交林に回復するようなことが必要である。

そのためにはこれ以上の樹木の伐採，道路の開削を行わないことが望ましいo

カールの環境条件は，すでに指摘したように非常に貴重なものであるoしかし高山帯ではカールが

キャンプ適地となっていて人の立入りが多い。このようなことがまず植生に影響を与え，それに伴っ

て鳥類を含む動物にも影響を与えることは必然である。現在でも植物に対しては登山者による踏みつ

け，樹木の伐採がみられる。事実われわれが7月下旬に調査のため七つ沼カールに滞在していた間に

/､虫類°両生類

今回の現地調査では，ハ虫類と両生類の姿をみることはできなかったが， 日高山系では’ これまで
に，ハ虫類としてはアオダイショウ，シーマヘビ’ アカジムグリ,両生類としてはエゾアカガェル’エ
ゾサンショウウオの記録がある（芳賀ほか, 1979)oこのうち札内川上流地域で記録されている種
は， アオダイショウ，エゾアカガエル，エゾサンショウウオの3種であるo

魚 類

魚類については釣による簡単な調査を行った。札内川上流標高550m以上と七の沢では， 7 ． 9月

ともオショロコマの生息を確認したo 9月に生息を確認したもっとも高い地点は，七の沢の標高750

"zであるo

小宮山（未発表）は日高山系の水系ほぼ全域にわたって魚類の調査を行っているが，その結果を図

1に示す。十勝側では北部（北緯42o37′以北）ではオシヨロコマが採集されており，それ以南では

採集されておらず，生息していないと思われるoかわって南部の川ではアメマス（エゾイワナ）が採

集されるようになる。このうち札内川にはオシヨロコマだけが生息している。しかし本流では七の沢

－57－
－56－

一



も，ハイマツを切って燃料とする者がいた。現在の道路状況でも，夏季にはかなりの登山者がいる◎

現在以上に道路が奥に伸びたり，道路幅が広げられ改良されるようなことがあると，上記のように森

林の生物群集に直接影響を与えるばかりでなく，高山帯の人の立入りを一層多くし，その結果貴重な

カール内の自然に与える悪影響を強めることはさけられないであろう」。
宝
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図1 日高山系におけるイワナ属魚類の採集地点◎来印は石城(1969)による。

（小宮山原図）
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7月o夏とはいえそこは日高山脈の沢o分厚く重な

る雪溪を横目に見ながらの調査であった。あれから4ケ

月･予定より遅れはしたが報告書をまとめるはこびと
なったo

今日，北海道はもとより，道外各地から、日高中央
横断道路計画、に対し、日本の代表的自然。日高山脈
を守ろう、との声が寄せられている。こうした多くの
人灸の支援にささえられながら， この報告書を今後の
私たちの運動に大いに活用していきたいと考える。
日高中央横断道路は異常な予算措置，不鮮明な開発
目的，安全性など多くの問題を含んだ計画である。こ
のことに対し， 自然保護運動の中から矛盾を明らかに

し，良好な自然が残る日高山脈を将来にわたり保護し
ていきたいものである。

尚，報告書作成にあたりご協力下さった，鮫島惇一
郎氏･藤巻裕蔵氏。高橋普氏。寺島一男氏。及川裕氏
をはじめ多くの方と，報道関係者に心から感謝を申し
上げる。

あ とが き
総 括

私たちは， 日高中央横断道路開削反対の立場から， これまで北海道開発局があきらかにしてきた路

線の予定ルートについて，現地調査を実施した。

調査は7月1日より7月2日までの2日間，調査団は旭川工業高校教諭の寺島一男を総隊長（静内

隊を長兼任）に，中札内隊は，帯広畜産大学助教授の藤巻裕蔵を隊長に，総員23人の編成によった。

調査隊の編成にあたっては，予定ルートに対する全体認識とあわせ，不十分であるが，地質，動・植

物等に対する割3的判断を可能とする隊員の配置について考慮したが， この調査は，調査目的でもあ

きらかにしたように， 自然保護調査等とは基本的に異るものであり，主として，運動的視点から意義

づけられたものである。

調査隊の踏査は，静内隊が，高見ダムを起点としてコイポクシュシビチャリ川溪流をトンネル導入

部予定標高である680M地点まで，中札内隊は, 11号ダムエ事現場を起点に，札内川本流をセノ沢に入

り， トンネル導入部予定標高をさらに上流800M地点までを調査範囲とした。

調査の結果を総括すると, 1つには日高中央横断道路の是非を直接問うのとは別に， これまでも指摘

されてきた日高山脈の自然破壊の実態を概括することができたことである。

即ち， 日高側においては，現行林野行政がすすめている林道とそれによる自然破壊について。また

電源開発の実態などについてである。十勝側については，治山・治水行政としての砂防ダムについて

である。

いずれも国定公園指定地域（予定）内における事業であるが， これから，わが国における貴重な自

然に対し，その保護についての姿勢は全く欠除していると考えざるを得ない。国定公園指定予定地域

であることに対する行政間の共通認識と，そのことを踏まえての事業実施に当っての対応がのぞまれ

ている○

2つには， 日高・十勝両域の地形や地質の構造から，道路の開削に当っては，大規模な自然破壊は

避けられないことは明白である。今日の土木技術によって，自然保護について最大限の配慮をほどこし

たとしても，その破壊の規模は，はかり知れないものとなるであろうし， 日高山脈特有の雪崩の発生

や汚筋に集中する水量から道路を保護すること自体がきわめて困難であると判断してよい。

以上の立場から調査報告書の作成にあたっては，踏査記録とあわせ，地形｡地質については，高橋普

隊員から；動物については藤巻裕蔵隊員から， レポートの形で提出をいただき参考文献として掲載した。

また植物については，北海道庁委託，北海道自然保護協会実施の「日高山脈自然環境基礎調査」に

もとづき，担当された鮫島惇一郎氏のレポートについて掲載をさせていただいた。

(1979年11月）
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